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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも２つのモードの間を切り替える方法であって：
該少なくとも２つのモードが、対話式アプリケーションモードとテレビ番組モードとを有
し；
　テレビ番組信号を受信する工程；
　対話式アプリケーション信号を受信する工程；
　表示デバイスにおいて、該テレビ番組信号と該対話式アプリケーション信号との一方を
表示する工程；
　消音信号により対話式アプリケーションモードを起動する機能を動作可能にするコマン
ドの受信によって、消音信号により対話式アプリケーションモードを起動する機能を動作
可能にする工程；及び
　消音信号により対話式アプリケーションモードを起動する機能が動作可能にされ、該テ
レビ番組信号が該表示デバイスに表示されている場合、遠隔制御デバイスからの消音信号
の受信によって、モード切替え手段を起動して該対話式アプリケーション信号を該表示デ
バイスに表示させる工程；
　を有することを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、一般に、テレビ番組信号及び、インターネットのような対話式アプリケーシ
ョン信号を受信し、表示することができるテレビ受信機の分野に、特に、テレビ画面又は
別の表示デバイス上に表示するよう、テレビ番組モードと対話式アプリケーション・モー
ドとの間で切り替える装置及び方法に、関する。
【背景技術】
【０００２】
　テレビ産業は、テレビ番組を家庭内の個々のテレビ受信機に配信し、該テレビ受信機に
よって受信することが可能な方法の数において、急速な発展を遂げている。かつては、テ
レビ受信機にテレビ番組信号を供給する唯一の手段は放送信号及びアンテナ受信の利用に
よってであったが、近年ケーブル及び衛星による伝送の発展が見られる。これらの改良さ
れた伝送方法はテレビ視聴の品質を向上したのみならず、視聴及び／又は対話するよう、
該個々のテレビ受信機に大量で異なる種類のデータを供給することができる。例えば、現
在では、インターネット接続を、テレビ番組信号を供給するのに用いられるケーブル及び
／又は伝送方法と同様なものによって供給されることが一般的である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ユーザに向けてテレビ画面上に各種の着信信号／データをはっきりと分かる形で表示す
るためには、各種のハードウェア及びソフトウェアで、通常受信器と呼ばれるもの、が該
着信信号を復号及び／又は復号化するのに必要である。受信器はテレビ本体とは別に製造
され、該テレビ本体上に設定されるか、該テレビ本体に直接内蔵し得る。多くの受信器は
同時に、テレビ番組信号、インターネット・データ信号、又は、ＶＣＲ、ＤＶＤプレイヤ
、若しくは人気のあるビデオ・ゲーム・コンソールのような、如何なる種類のローカル・
デバイスからもの信号、のような、該テレビ画面上に表示する各種の着信信号を、受信す
るよう複数のポートを有する。しかしながら、テレビ画面上で表示可能なエリアが限定さ
れているため、同時に該テレビ画面上に１つの種類の信号のみ表示されることが一般的で
ある。テレビ受信機で、ピクチャ・イン・ピクチャ機能で、一度に１つを超える信号を表
示することを可能にするもの、を有するものが存在するが、一度に該テレビ画面の１次表
示エリアに１つの信号のみが表示される。テレビ視聴者はめったに一定期間継続して２次
表示エリアで番組又は如何なる別のアプリケーションをも視聴することはない。
【０００４】
　受信器は、該受信器に適切なコマンドを入力することによってテレビ画面上に表示され
る信号をユーザが容易に切り替え得るように、企図されている。そのようなユーザ・コマ
ンドは赤外線遠隔制御器（リモコン）のような遠隔制御デバイスによって入力される。例
えば、特定の受信器が着信テレビ番組信号と、ワールド・ワイド・ウェブ（ＷＷＷ）から
のデータを供給するブラウザ信号のような、対話式アプリケーション信号、との両方を受
信するよう企図されているものとする。該受信器がテレビ番組モードにある場合、該着信
テレビ信号は該テレビ番組信号のチャンネルで、該チャンネルに合わされたもの、をユー
ザが視聴し得るように、（必要である場合）復号化され、該テレビ画面上に表示される。
同様に、該受信器が該ブラウザ・モードに切り替わった場合、該着信ブラウザ信号は、ユ
ーザが該ワールド・ワイド・ウェブと対話し、該ワールド・ワイド・ウェブをナビゲート
することが可能になるように、（必要である場合）復号化され、該テレビ画面上に表示さ
れる。
【０００５】
　既存の受信器では、ユーザが１つのモードから別のものに切り替えたい場合、該ユーザ
は遠隔制御デバイス上で「モード変更」又は同様なキーを押すことになる。既存の受信器
で、テレビ受信機を介してインターネットをアクセスできるようになるもの、では、該遠
隔制御デバイスは「ウェブ」キーを有し、該キーが押された場合、該受信器をブラウザ・
モードに、現在テレビ番組モードにある場合、切り替え、逆も同様になる。
【０００６】
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　テレビ受信機の環境でインターネット（及び別の対話式アプリケーション）をアクセス
し、利用することの人気が高まるにつれ、これらのブラウザ画面における広告の収益性も
増大するものである。したがって、ユーザがブラウザ・モードをアクセスする回数を増加
させる方法及び装置に対する必要性が存在する。しかしながら、ブラウザ・アクセスの発
生回数を増加させることは、ユーザのテレビ番組の視聴を妨げることを最小化するような
方法で行われるものとする。
【０００７】
　既存の受信器の別の一般的な特徴は該受信器がテレビ番組モードにある場合にユーザか
らのゴーバック・コマンドの受信によって事前に視聴されていたチャンネルに自動的に合
わせることができるものである。例えば、ユーザの受信器はテレビ番組モードにあり、該
テレビ画面上で視聴するようチャンネル４にチャンネルが合わせされているものとする。
その後、ユーザはチャンネルを適切なチャンネル変更コマンドによって変更し、チャンネ
ル８にチャンネルを合わせる。ユーザは、遠隔制御デバイス上のゴー・バック・キーを押
すことによって単に、ゴー・バック・コマンドを該受信器に送信することによって、自動
的に、事前にチャンネルを合わせていたチャンネルであるチャンネル４にチャンネルを合
わせ、視聴することが可能である。そういうものとして、ユーザはチャンネルの番号を思
い出す必要なく、事前に視聴していたチャンネルにチャンネルを合わせ得る。
【０００８】
　既存の受信器では、ゴーバック機能は単一受信器モードの中での動作に限定され、最も
直近で視聴されたコンテンツに、該コンテンツが別のモードにある場合、戻るのに利用す
ることが可能でない。例えば、ユーザがインターネットをブラウジングしていて、適切な
コマンドを入力することによってテレビ番組モードに切り替えた場合、該ゴーバック・コ
マンドは、入力された場合、ユーザを該ブラウザ・モードまで戻すものでない。ユーザが
テレビ番組モードで特定のチャンネルを視聴していて、該受信器をブラウザ・モードに切
り替えた場合、同様のことがあてはまる。したがって、コンテンツが存在するモードにか
かわらず、最も直近で視聴されたアイテムにユーザを戻す装置及び方法に対する必要性が
存在する。
【０００９】
　更に、多くのテレビ視聴者はコマーシャルで、該視聴者が視聴するテレビ番組を頻繁に
中断するもの、を視聴したくないことが一般的である。通常、視聴者は該チャンネルを合
わせたチャンネルのオーディオ成分をコマーシャル・ブレイク中に消音し、該チャンネル
を合わせたチャンネルの該オーディオ成分の消音を解除する前に所望の番組に戻るまで待
つものである。この時間は、視聴者の観点からと潜在的なブラウザ・モードの広告主の観
点からとの両方から不要なものである。したがって、チャンネルを合わせたチャンネルの
該オーディオ成分を消音するようユーザから入力信号を受信することによってブラウザ・
モードに受信器を自動的に切り替えることができる必要性が存在する。
【００１０】
　しかしながら、全ての視聴者が、チャンネルを合わせていたチャンネルを消音すること
、又はモードを変更すること、を所望するわけではないが、それは、該視聴者は、該視聴
者が視聴していた番組の一部分を、視聴しそこなうことがあり得るからである。コマーシ
ャル・ブレイクを視聴することを回避しようとする視聴者に対して、コマーシャル・ブレ
イクが開始する場合に自動的にブラウザ・モードに切り替え、該視聴者が結果としてかな
りの量の所望のテレビ番組を視聴しそこなうことなくテレビ番組モードに自動的に戻る満
足な方法を、備える必要性が存在する。
【００１１】
　ブラウザ・モード及びインターネット機能を有する受信器は大量のデータをダウンロー
ドし、格納する機能を有することが一般的である。ダウンロードに伴う１つの問題点はダ
ウンロードの一部は完了するのに長い時間がかかり得ることである。この間、ユーザは根
気よく待つことを要する。しかしながら、ユーザは通常、退屈し、別のタスクに着手しよ
うとするか、テレビ番組を視聴するように、何らかの方法で楽しく時間を過ごすことを所
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望する。したがって、該受信器を自動的にテレビ番組モードに大量データのダウンロード
中に切り替え、該ダウンロードの完了によってブラウザ・モードに戻る装置及び方法に対
する必要性が存在する。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　これらの必要性、及び別のもので、以下の開示内容及び添付図面から明らかになるもの
、は本発明で、１つの特徴においては、少なくとも２つのモードで、対話式アプリケーシ
ョン・モード及びテレビ番組モードを有するもの、を表示デバイス上で表示する装置であ
るもの、によって充足され、該装置は：テレビ番組信号受信器；対話式アプリケーション
信号受信器；該表示デバイスにおいて動作可能な該テレビ番組モードと該対話式アプリケ
ーション・モードとの間で切り替える手段；消音信号を生成する消音キーを有する遠隔制
御デバイスから遠隔制御信号を受信する手段；及び対話式アプリケーション用消音機能を
動作可能にする手段；を有し、該対話式アプリケーション用消音機能が動作可能にされ、
該テレビ番組モードが該表示デバイスにおいて動作可能な場合、該消音信号の受信によっ
て、該モード切替え手段が起動され、該対話式アプリケーション・モードを該表示デバイ
スにおいて動作可能にさせる。
【００１３】
　該対話式アプリケーション用消音機能が動作可能とされ、該対話式アプリケーション・
モードが該表示デバイスにおいて動作可能である場合、該消音信号の受信によって、該モ
ード切替え手段が起動され、該テレビ番組モードを該表示デバイスにおいて動作可能にさ
せることが望ましい。
【００１４】
　一実施例では、本発明の該装置は更に：該テレビ番組モードが該表示デバイスにおいて
動作可能である場合、チャンネルを切り替える手段；ゴーバック・チャンネルとして最後
に視聴したアイテムを格納する手段；ゴーバック・チャンネル信号を生成するゴーバック
・チャンネル・キーを有する該遠隔制御デバイス；該ゴーバック・チャンネル信号の受信
によって該表示デバイスにおいて表示するよう該ゴーバック・チャンネルに戻る手段；を
有し、該テレビ番組モードが動作可能であり、該最後に視聴されたアイテムが該対話式ア
プリケーション・モードである場合、該ゴーバック・チャンネル信号の受信によって、該
モード切替え手段が起動され、該対話式アプリケーション・モードが該表示デバイスにお
いて動作可能となる；ことが望ましい。
【００１５】
　この実施例では、該対話式アプリケーション・モードが動作可能であり、該最後に視聴
したアイテムが該テレビ番組モードの第１チャンネルである場合、該ゴーバック・チャン
ネル信号の受信によって、該モード切替え手段が起動され、該テレビ番組モードが動作可
能とされ、該第１チャンネルを該表示デバイスに表示させることが望ましい。更に、テレ
ビ番組モードにあり、該最後に視聴されたアイテムが第１チャンネルである場合、該ゴー
バック・チャンネル信号の受信によって、該チャンネル切り替え手段が起動され、該第１
チャンネルを該表示デバイスに表示させることが望ましい。
【００１６】
　更に別の実施例では、該装置は更に：コマーシャル・スキップ信号に応じてコマーシャ
ル・スキップ機能を動作可能にする手段；コマーシャル・スキップ信号を生成するコマー
シャンル・スキップ・キーを有する該遠隔制御デバイス；を有し、該コマーシャル・スキ
ップ機能が起動され、該テレビ番組モードが動作可能である場合、コマーシャル・ブレイ
クの開始を検出することによって、該モード切替え手段が起動され、コマーシャル・ブレ
イクの終了の検出と選定時間の経過との何れかまで該対話式アプリケーション・モードを
動作可能にさせる。該コマーシャル・スキップ機能は該コマーシャル・ブレイクの該開始
及び該終了を検出するよう形成し得る。
【００１７】
　なお別の実施例では、該装置アプリケーション・モードはブラウザ・モードとなり、該
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装置は更に：ダウンロード中テレビ機能を動作可能にする手段；を有し、該ブラウザ・モ
ードが動作可能で、該ダウンロード中テレビ機能が動作可能とされた場合、閾値を上回る
時間に及ぶダウンロードが検出されることによって、該モード切替え手段が起動され、該
テレビ番組モードは該ダウンロードの完了が検出されるまで動作可能にされる。
【００１８】
　別の特徴では、本発明は少なくとも、２つのモードで、対話式アプリケーション・モー
ド及びテレビ番組モードを有するもの、の間を切り替える方法であり、該方法は：テレビ
番組信号を受信する工程；対話式アプリケーション信号を受信する工程；表示デバイスに
おいて該テレビ番組信号又は該対話式アプリケーション信号の一方を表示する工程；対話
式アプリケーション用消音を動作可能にするコマンドの受信によって、対話式アプリケー
ション用消音機能を動作可能にする工程；を有し；該対話式アプリケーション用消音機能
が動作可能とされ、該テレビ番組信号が該表示デバイスに表示される場合、遠隔制御デバ
イスからの消音信号の受信によって、モード切替え手段を起動し、該対話式アプリケーシ
ョン信号を該表示デバイスに表示させる。
【００１９】
　本発明の方法のこの実施例では、該対話式アプリケーション用消音機能が動作可能とな
り、該対話式アプリケーション信号が該表示デバイスに表示される場合、該消音信号の受
信によって、該方法は該モード切替え手段を起動し、該テレビ番組信号を該表示デバイス
に表示させることが望ましい。
【００２０】
　別の実施例では、該方法は更に：該表示デバイスにおいて表示するよう該テレビ番組信
号のチャンネルに合わせる工程；チャンネル変更又はモード切替えに応じてメモリ・ソー
スに最後に視聴されたアイテムをゴーバック・チャンネルとして格納する工程；を有し、
該テレビ番組信号が表示されていて、該最後に視聴されたアイテムが該対話式アプリケー
ション信号である場合、該遠隔制御デバイスからのゴーバック・チャンネル信号の受信に
よって、該モード切替え手段を起動し、該対話式アプリケーション信号を該表示デバイス
に表示させる。
【００２１】
　該対話式アプリケーション・モードが表示され、該最後に視聴されたアイテムが第１チ
ャンネルである場合、該遠隔制御デバイスからの該ゴーバック・チャンネル信号の受信に
よって、該方法は該モード切替え手段を起動し、該テレビ番組モードを動作可能にさせ、
該第１チャンネルにチャンネルを合わせさせ、該表示デバイスに表示させることが望まし
い。
【００２２】
　該テレビ番組信号の第２チャンネルにチャンネルが合わされ、該第２チャンネルが表示
され、該最後に視聴されたアイテムが第１チャンネルである場合、該遠隔制御デバイスか
らの該ゴーバック・チャンネル信号の受信によって、該方法は更に、チャンネル切り替え
手段を起動し、該第１チャンネルにチャンネルを合わせさせ、該表示デバイスに表示させ
る工程を有することが望ましい。
【００２３】
　更に別の実施例では、該方法は更に：該遠隔制御デバイスからコマーシャル・スキップ
を動作可能にする信号を受信することによって、コマーシャル・スキップ機能を動作可能
にする工程；を有し、更に、該コマーシャル・スキップ機能が動作可能とされ、該テレビ
番組信号が表示される場合、コマーシャル・ブレイクの開始を検出することによって、該
モード切替手段を起動し、該対話式アプリケーション信号を、コマーシャル・ブレイクの
終了の検出と選定時間の経過との何れかまで、表示させる工程；を有する。この実施例で
は、該コマーシャル・スキップ機能は該コマーシャル・ブレイクの該開始及び該終了を検
出するよう形成し得る。
【００２４】
　該対話式アプリケーション・モードはブラウザ・モードであり、該対話式アプリケーシ
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ョン信号がブラウザ信号であることが望ましい。ブラウザが該対話式アプリケーションで
ある場合、該方法は更に：該遠隔制御デバイスからのダウンロード中テレビ機能動作可能
信号の受信によって、ダウンロード中テレビ機能を動作可能にする工程；を有し、更に、
該ブラウザ信号が表示されていて、該ダウンロード中テレビ機能が動作可能とされる場合
、閾値を上回る時間のダウンロードが検出されることによって、該モード切替え手段を起
動し、該テレビ番組信号を該ダウンロードの完了の検出まで表示させる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　好適実施例は添付図面を参照して示すものとする。種々の別の実施例が当業者に本明細
書及び特許請求の範囲から容易に明らかになるものである。
【実施例】
【００２６】
　図１を参照して、テレビ番組モードと対話式アプリケーション・モードとの間を切り替
えることができる受信器１１０を示す。受信器１１０は入力コマンド・インタフェース１
５０、中央処理装置（「ＣＰＵ」）１４０、メモリ・ソース１９０、切り替えモジュール
１３０、信号監視モジュール１８０、テレビ番組信号受信器１８５、対話式アプリケーシ
ョン信号受信器１９５、及びデータ出力インタフェース１２０を有する。受信器１１０は
表示デバイス１００に動作するよう接続され、更に遠隔制御デバイス１６０からのユーザ
・コマンド信号を受信し、処理するよう形成される。
【００２７】
　テレビ番組信号受信器１８５はテレビ番組信号１０５を受信し、必要である場合復号化
するよう形成される。テレビ番組信号１０５は画像成分とオーディオ成分との両方を有し
得る。テレビ番組受信器１８５は更に、テレビ番組信号１０５を信号監視モジュール１８
０に送信する。信号監視モジュール１８０はテレビ番組信号１０５を該信号が通過すると
ともに監視し、コマーシャル・ブレイクの開始又は終了のような、テレビ番組信号１０５
の中に含まれる特定のインディケータを識別するよう形成される。コマーシャル・ブレイ
クの開始と終了を識別する信号監視モジュール１８０の機能は以下に更に詳細に説明する
ものとする。信号監視モジュール１８０によって監視された後、テレビ番組信号１０５は
切り替えモジュール１３０に送信される。
【００２８】
　対話式アプリケーション受信器１９５は着信対話式アプリケーション信号１１５を受信
し、必要である場合、復号化するよう形成される。対話式アプリケーション信号１１５は
画像成分とオーディオ成分との両方を有し得る。本明細書及び特許請求の範囲で用いられ
るように、対話式アプリケーションは、プログラムで、該プログラムの実行がユーザによ
って行われる選択によって制御されるもの、の何れかのものである。対話式アプリケーシ
ョンの一般的な例としてはビデオ・ゲーム、ワード・プロセッサ、表計算プログラム、及
びインターネット・ブラウザ・プログラムがある。関係する該対話式アプリケーションの
種類及び用途に応じて、対話式アプリケーションは無数といってもよい数の目的に用い得
、該目的は仕事関連の作業を行うものから、単にレクリエーション目的にかなうものまで
及ぶ。対話式アプリケーション受信器１９５は更に、対話式アプリケーション信号１１５
を信号監視モジュール１８０に送信する。信号監視モジュール１８０は対話式アプリケー
ション信号１１５を該信号が通過するとともに監視するよう形成され、更に、ダウンロー
ドしている状態の開始又は終了、及び予測ダウンロード時間、のような、対話式アプリケ
ーション信号１１５に含まれる特定のインディケータを識別するよう形成される。ダウン
ロードしていることと予測ダウンロード時間とを識別する信号監視モジュール１８０の機
能は周知のものである。信号監視モジュール１８０によって監視された後、対話式アプリ
ケーション信号１１５は切り替えモジュール１３０に送信される。
【００２９】
　切り替えモジュール１３０はＣＰＵ１４０によって送信される切り替えコマンド１４５
によって制御され、テレビ番組モードと対話式アプリケーション・モードとの間で変更す
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るよう形成される。切り替えモジュール１３０がテレビ番組モードにある場合、切り替え
モジュール１３０はテレビ番組信号１０５をチューナ１７５に切り替え出力信号１２５と
して送信する。切り替えモジュール１３０が該対話式アプリケーション・モードにある場
合、切り替えモジュール１３０は対話式アプリケーション信号１１５をチューナ１７５に
切り替え出力信号１２５として送信する。ＣＰＵ１４０からの適切な切り替えコマンド１
４５の受信によって、切り替えモジュール１３０はテレビ番組モードと対話式アプリケー
ション・モードとの間を変更し得る。
【００３０】
　チューナ１７５は切り替え出力信号１２５を受信し、この信号をデータ出力インタフェ
ース１２０に出力信号１２６として送信する。切り替えモジュール１３０が対話式アプリ
ケーション・モードにあり、切り替え出力信号１２５が対話式アプリケーション信号１１
５である場合、切り替え出力信号１２５は変わることなく出力信号１２６としてチューナ
１７５を通過する。しかしながら、切り替えモジュール１３０がテレビ番組モードにあり
、切り替え出力信号１２５がテレビ番組信号１０５である場合、チューナ１７５は、出力
信号１２６が表示デバイス１００において特定の番組チャンネルを表示する同調チャンネ
ル信号であるように、該着信テレビ番組信号１０５に同調する。該同調され、表示デバイ
ス１００において表示されるまさにそのチャンネルはＣＰＵ１４０からの同調コマンド１
４１によって制御される。
【００３１】
　出力信号１２６は、対話式アプリケーション信号１１５かテレビ番組信号１０５の同調
チャンネルかにかかわらず、データ出力インタフェース１２０に送信される。データ出力
インタフェース１２０は表示デバイス１００と受信器１１０との電気的接続を完結するこ
とができる如何なる種類のポート接続でもあり得る。出力信号１２６はデータ出力インタ
フェース１２０を通過し、表示デバイス１００まで、そこに表示するよう、進む。
【００３２】
　表示デバイス１００は、テレビ又はコンピュータのモニタであり得、テレビ番組信号１
０５（直近では出力信号１２６）又は対話式アプリケーション出力データ１１５（直近で
は出力信号１２６）の何れかのコンテンツによって画像及び音声のプレゼンテーションを
行うことができる。図１には表していないが、表示デバイス１００は画像を表示する表示
画面及び、音声を出力する手段で、スピーカのようなもの、を有する。テレビ番組信号１
０５のコンテンツ又は対話式アプリケーション信号１１５のコンテンツが、表示デバイス
１００によってプレゼンテーションが行われるか否かは、切り替えモジュール１３０が切
り替え出力信号１２５としてテレビ番組信号１０５を指定するか対話式アプリケーション
信号１１５を指定するかによってかわってくる。更に、表示デバイス１００はピクチャ・
イン・ピクチャ（ＰＩＰ）機能付きのテレビ又はコンピュータのモニタであることが考え
られる。表示デバイス１００がＰＩＰ機能を有する場合、該表示画面（図なし）は１次表
示エリア及び２次表示エリアを有する。そのようなものとして、２つの信号を同時に表示
し得る。ＰＩＰ表示デバイスでは、該１次表示エリアは該表示画面の大部分を占める一方
、該第２表示エリアは該表示画面の、該１次表示エリアよりも、小さいエリアを占め、通
常、該第１次表示エリア内に含まれる。表示デバイス１００がＰＩＰ機能を有する場合、
切り替えモジュール１３０は第２切り替え出力信号を送信することができるように修正さ
れる。
【００３３】
　本明細書及び特許請求の範囲に用いられるように、特定のモードが動作可能であるか、
信号が表示される場合、それはそのモードに関係する該信号が表示デバイス１００に表示
されることを表す。該表示デバイスがＰＩＰ機能を有する場合、該信号は該１次表示エリ
アに表示されることを表す。
【００３４】
　受信器１１０の利用可能機能はユーザ１７０によって制御される。ユーザは、遠隔制御
デバイス１６０を利用することによって、ユーザ入力信号１６１を受信器１１０に送信し
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得る。遠隔制御デバイス１６０はマウス、キーボード、又はハンドヘルド型コントローラ
であり得る。ユーザ１７０は遠隔制御デバイス１６０にユーザ・コマンド信号１６１を遠
隔制御デバイス１６０に選択項目を、遠隔制御デバイス１６０上で、ボタンを押す方法、
ジョイスティックを移動させる方法、又は如何なる種類の入力センサをも操作する方法、
を含む種々の方法、によって入力することによって生成させる。遠隔制御デバイス１６０
に選択項目を入力することによって、遠隔制御デバイス１６０は選択項目をユーザ・コマ
ンド信号１６１に変換し、ユーザ・コマンド信号１６１を入力コマンドインタフェース１
５０に送信する。遠隔制御デバイス１６０はユーザ・コマンド信号１６１を、電気的接続
を介して又は赤外線信号によって、入力コマンド・インタフェース１５０に伝達する。コ
マンド信号１６１が赤外線信号によって入力コマンド・インタフェース１５０に伝達され
る場合、入力コマンド・インタフェース１５０は赤外線センサであり、遠隔制御デバイス
１６０はハンドヘルド型赤外線遠隔制御器６００である（図６）。この実施例では、遠隔
制御デバイス１６０は赤外線信号を電気的信号に変換することができるものである。遠隔
制御デバイス１６０からユーザ・コマンド信号１６１を受信することによって、入力コマ
ンド・インタフェース１５０はユーザ・コマンド信号１６１をＣＰＵ１４０に相当する電
気的コマンド信号１５５として送信する。ＣＰＵ１４０は更に該電気的コマンド信号に相
当するコマンドを実行し、該コマンドは切り替えコマンド１４５、同調コマンド１４１、
又は如何なる別のコマンドで、ユーザ１７０によって入力されたもの、のようなものであ
る。ＣＰＵ１４０によるコマンドの実行及び生成は更に、メモリ・ソース１９０に格納さ
れたソフトウェア及び、信号監視モジュール１８０によって受信される信号で、単独かユ
ーザ・コマンド信号１６１との組み合わせのもの、によって制御し得る。
【００３５】
　図６は本発明によって動作するよう形成されたハンドヘルド型赤外線遠隔制御器６００
を示す。赤外線遠隔制御器６００はチャンネル・アップ・キー６０１、チャンネル・ダウ
ン・キー６０２、音量アップ・キー６０３、音量ダウン・キー６０４、チャンネル番号キ
ー６０６乃至６１５、消音キー６１６、ウェブ・キー６１７、ブラウズ用消音キー６１８
、ダウンロード中テレビ・キー６１９、コマーシャル・スキップ・キー６２０、ゴーバッ
ク・キー６２１、及び電源キー６２２を有する。赤外線遠隔制御器６００は更に赤外線信
号生成器６０５を有する。ユーザ１７０が遠隔制御器６００上のキー６０１乃至６０４及
び６０６乃至６２２の何れかを押した場合、適切なユーザ赤外線コマンド信号１６１（図
１）がＩＲ生成器６０５によって生成され、入力コマンド・インタフェース１５０（図１
）に送信される。上記のように、該ユーザ赤外線コマンド信号１６１は適切にプログラム
化されたＣＰＵ１４０に送信され、該ＣＰＵは同様に適切なコマンドを実行する。
【００３６】
　図２乃至５は本発明の一実施例によってユーザ入力コマンド１６１を実行することにお
いてＣＰＵ１４０によって行われる判定処理の流れ図を示す。そのような判定処理はＣＰ
Ｕ１４０にＣＰＵ１４０によって実行される通常のソフトウェア・プログラムとして直接
プログラム化し得るかメモリ・ソースに格納し得る。図２乃至５の流れ図を次に、図１及
び６の装置との関係で説明する。
【００３７】
　図２を参照して、ゴーバック信号を用いることによってテレビ番組モードとブラウザ・
モードとの間を切り替えることにおいて受信器１１０によって行われる判定処理の流れ図
を示す。ブロック２００では、ＣＰＵ１４０は切り替えモジュール１３０がテレビ番組モ
ードにあるか、かつ、特定のテレビ番組チャンネルがチューナ１７５によって同調され、
表示デバイス１００において表示されるか否かを確かめる。「はい」の場合、ＣＰＵ１４
０は判定ブロック２０５に進み、ＩＲ遠隔制御器６００からの変更チャンネル信号につい
て入力信号１５５を監視する。変更チャンネル信号はＩＲ遠隔制御器６００によってユー
ザ１７０がチャンネル・キー６０６乃至６１５又はチャンネル・アップ・キー６０１及び
チャンネル・ダウン・キー６０２を押す場合に生成されるものである。変更チャンネル信
号が受信された場合、回答は「はい」となり、ＣＰＵ１４０は処理ブロック２３５に進む
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。処理ブロック２３５では、ＣＰＵ１４０は表示デバイス１００に表示される現在のチャ
ンネルをゴーバック・チャンネルとして該変更チャンネル信号に応じる前に、この現在の
チャンネルが最後に視聴されたアイテムであるので、格納する。ＣＰＵ１４０は更に、処
理ブロック２４０に進み、該変更チャンネル信号によって表示デバイス１００に表示され
る該チャンネルを変更する。これは適切な同調信号１４１をチューナ１７５に送信するこ
とによって行われる。ＣＰＵ１４０は更に当該判定処理をもう一度ブロック２００から開
始する。
【００３８】
　判定ブロック２０５にある場合、変更チャンネル信号はＣＰＵ１４０によって受信され
ておらず、「いいえ」の回答が生成され、ＣＰＵ１４０は判定ブロック２１０に進む。判
定ブロック２１０では、ＣＰＵ１４０はＩＲ遠隔制御器６００からのブラウザ起動につい
て入力信号１５５を監視する。ブラウザ起動信号はＩＲ遠隔制御器６００によってユーザ
１７０がウェブ・キー６１７を押す場合に生成される。ユーザ１７０がウェブ・キー６１
７を押して、ブラウザ起動信号がＣＰＵ１４０によって受信された場合、判定ブロック２
１０での該回答は「はい」となり、ＣＰＵ１４０は処理ブロック２４５に進む。処理ブロ
ック２４５では、ＣＰＵ１４０は表示デバイス１００に表示される該現在のチャンネルを
ゴーバック・チャンネルとして該ブラウザ起動信号に応じる前に、この現在のチャンネル
が最後に視聴されたアイテムであるので、格納する。処理ブロック２５０では、ＣＰＵ１
４０は該ブラウザ起動信号に応じ、切り替えコマンド１４５を生成し、該コマンドは切り
替えモジュール１３０に送信される。切り替えモジュール１３０は切り替え信号１４５に
ブラウザ・モード（すなわち、対話式アプリケーション・モード）に切り替え、着信ブラ
ウザ信号１１５を表示デバイス１００において表示するよう切り替え出力信号１２５とし
て送信することによって応じ、処理ブロック２５５を完了する。次に、ＣＰＵ１４０は判
定ブロック２６０に進み、ＩＲ遠隔制御器６００からのゴーバック信号又はテレビ・モー
ド起動信号について入力信号１５５を監視する。ゴーバック信号はユーザ１７０がゴーバ
ック・キー６２１を押す場合にＩＲ遠隔制御器６００によって生成される。テレビ・モー
ド起動信号はユーザ１７０がウェブ・キー６１７を押す場合にＩＲ遠隔制御器６００によ
って生成される。ゴーバック信号又はテレビ・モード起動信号がＣＰＵ１４０によって受
信されない場合、判定ブロック２６０での回答は「いいえ」となり、ＣＰＵ１４０は処理
ブロック２５５に戻る。しかしながら、ゴーバック信号又はテレビ・モード起動信号がＣ
ＰＵ１４０によって受信された場合、判定ブロック２６０での回答は「はい」となり、Ｃ
ＰＵ１４０は処理ブロック２６５に進む。処理ブロック２６５では、ＣＰ１４０は該ゴー
バック信号又は該テレビ・モード起動信号に応じ、切り替え信号１４５を切り替えモジュ
ールに送信し、該切り替えモジュール１３０にテレビ番組モードに切り替えさせる。ＣＰ
Ｕ１４０は更に、処理ブロック２４５でメモリ・ソース１９０に格納された該ゴーバック
信号を取り出し、適切な同調信号１４１をチューナ１７５に送信し、それによって該ゴー
バック・チャンネルに同調して、表示デバイス１００において表示するよう出力信号１２
６として送信し、処理ブロック２６５を完了する。ＣＰＵ１４０は更に、処理ブロック２
７０に進み、該ブラウザを該ゴーバック・チャンネルとしてメモリ・ソース１９０に、該
ブラウザはこの時最後に視聴されたアイテムであるので、格納する。
【００３９】
　工程２１０で、「いいえ」の回答が生成された場合、ＣＰＵ１４０は判定ブロック２１
５に進む。判定ブロック２１５では、ＣＰＵ１４０はＩＲ遠隔制御器６００からのゴーバ
ック信号の受信について監視する。ゴーバック信号が受信されない場合、回答は「いいえ
」となり、処理はもう一度、処理ブロック２００から開始する。しかしながら、ゴーバッ
ク信号が受信された場合、ＣＰＵ１４０は判定ブロック２２０に進み、該格納ゴーバック
・チャンネルを識別するようメモリ・ソース１９０を確かめる。該格納ゴーバック・チャ
ンネルの識別結果が該ブラウザである場合、ＣＰＵ１４０は処理ブロック２４５に進む。
該格納ゴーバック・チャンネルの識別結果が該ブラウザでない場合、「いいえ」の回答が
生成され、ＣＰＵ１４０は処理ブロック２２５に進む。処理ブロック２２５では、ＣＰＵ
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１４０はメモリ・ソース１９０から該格納ゴーバック・チャンネルを取り出し、それは先
行するチャンネルで、チューナ７５によって同調されたもの、となる。ＣＰＵ１４０は更
に、同調信号１４１をチューナ７５に送信し、表示デバイス１００において表示するよう
該ゴーバック・チャンネルに同調し、処理ブロック２２５を完了する。
【００４０】
　ＣＰＵ１４０は更に、処理ブロック２３０に進む。該ゴーバック・チャンネルに同調す
ることによって、ＣＰＵ１４０は更に該先行して同調されたチャンネルを新規ゴーバック
・チャンネルとしてメモリ・ソース１９０に格納し、処理ブロック２３０を完了する。
【００４１】
　次に、図３を参照して、ブラウズ用消音機能を用いることによってテレビ番組モードと
対話式アプリケーション・モードとの間の切り替えを行うことにおいてＣＰＵ１４０によ
って行われる判定処理の流れ図を示す。
【００４２】
　判定ブロック３０５では、ＣＰＵ１４０は最初に、切り替えモジュール１３０がテレビ
番組モードにあり、チャンネルがチューナ１７５によって同調され、表示デバイス１００
によって表示されるか否かを確かめる。「はい」の場合、ＣＰＵ１４０は判定ブロック３
１０に進む。ＣＰＵ１４０は更に、ＩＲ遠隔制御器６００からの消音信号について入力信
号１５５を監視する。消音信号はＩＲ遠隔制御器６００によって消音キー６１６を押すユ
ーザ１７０によって生成される。ＣＰＵ１４０が消音信号を検出しない場合、回答は「い
いえ」となり、ＣＰＵ１４０は判定ブロック３０５に進む。しかしながら、ＣＰＵ１４０
が消音信号を検出する場合、回答は「はい」となり、ＣＰＵ１４０は判定ブロック３１５
に進む。ＣＰＵ１４０は更に、対話式アプリケーション用消音機能がユーザ１７０によっ
て先行して動作可能とされたかを確かめる。該対話式アプリケーション用消音機能はＣＰ
Ｕ１４０がＩＲ遠隔制御器６００から対話式アプリケーション用消音機能動作可能信号を
受信することによって動作可能とされる。該対話式アプリケーション用消音機能動作可能
信号はＩＲ遠隔制御器６００によってブラウズ用消音キー６１８を押すユーザ１７０によ
って生成される。該対話式アプリケーション用消音機能動作可能信号を受信することによ
って、ＣＰＵ１４０は該対話式アプリケーション用消音機能を動作可能にし、それはメモ
リ・ソース１９０に格納されるソフトウェア・コマンドとして格納され、該コマンドによ
って制御される。判定ブロック３１５では、ＣＰＵ１４０が、該対話式アプリケーション
用消音機能が動作可能とされたことを検出する場合、ＣＰＵ１４０は切り替え信号１４５
を切り替えモジュール１３０に送信し、該対話式アプリケーション・モードを動作可能に
させ、対話式アプリケーション信号１１５を表示デバイス１００において表示する。
【００４３】
　しかしながら、判定ブロック３１５で、ＣＰＵ１４０が、該対話式アプリケーション機
能が動作可能とされていないことを検出する場合、ＣＰＵ１４０は判定ブロック３３０に
進む。ＣＰＵ１４０は更に、表示画面１００に表示されるテレビ番組信号１０５の同調チ
ャンネルのオーディオ成分が出力されるかを確認する。「はい」の場合、ＣＰＵ１４０は
処理ブロック３４０に進み、公知の手順によって該オーディオ成分を消音するのに適切な
信号を送信する。「いいえ」の場合、ＣＰＵ１４０は処理ブロック３３５に進み、公知の
手順によって該オーディオ成分を出力するのに適切な信号を送信する。
【００４４】
　判定工程３０５で、ＣＰＵ１４０が、切り替えモジュール１３０がテレビ番組モードに
ないことを判定する場合、回答は「いいえ」となり、ＣＰＵ１４０は判定ブロック３４５
に進み、該ブロックでは該ＣＰＵは切り替えモジュール１３０が対話式アプリケーション
・モードにあるかを確かめる。「はい」の場合、ＣＰＵ１４０は判定ブロック３５０に進
む。ＣＰＵ１４０は更に、ＩＲ遠隔制御器６００からの消音信号について入力信号１５５
を監視する。消音信号はＩＲ遠隔制御器６００によって消音キー６１６を押すユーザ１７
０によって生成される。ＣＰＵ１４０が消音信号を検出しない場合、回答は「いいえ」と
なり、ＣＰＵ１４０は判定ブロック３４５に進む。しかしながら、ＣＰＵ１４０が消音信
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号を検出する場合、回答は「はい」となり、ＣＰＵ１４０は判定ブロック３５５に進む。
ＣＰＵ１４０は更に、対話式アプリケーション用消音機能がユーザ１７０によって先行し
て動作可能にされたかを確かめる。該対話式アプリケーション用消音機能はＩＲ遠隔制御
器６００からの対話式アプリケーション用消音機能動作可能信号を受信するＣＰＵ１４０
によって動作可能にされる。該対話式アプリケーション用消音動作可能信号はＩＲ遠隔制
御器６００によってブラウズ用消音キーを押すユーザ１７０によって生成される。該対話
式アプリケーション用消音機能動作可能信号を受信することによって、ＣＰＵ１４０は該
対話式アプリケーション用消音機能を動作可能にし、それはメモリ・ソース１９０に格納
されるソフトウェア・コマンドとして格納され、該コマンドによって制御される。判定ブ
ロック３５５では、ＣＰＵ１４０が該対話式アプリケーション用消音機能が動作可能にさ
れたことを検出する場合、ＣＰＵ１４０は切り替え信号１４５を切り替えモジュール１３
０に送信し、該テレビ番組モードを動作可能にさせ、テレビ番組信号１０５の同調チャン
ネルを表示デバイス１００に表示する。
【００４５】
　しかしながら、判定ブロック３５５で、ＣＰＵ１４０が、該対話式アプリケーション用
消音機能が動作可能にされていないことを検出する場合、ＣＰＵ１４０は更に判定ブロッ
ク３６０に進む。ＣＰＵ１４０は更に、表示画面１００に表示されている該対話式アプリ
ケーション信号１０５の該オーディオ成分が出力されているかを確かめる。「はい」の場
合、ＣＰＵ１４０は処理ブロック３７０に進み、公知の手順によって該オーディオ成分を
消音するのに適切な信号を送信する。「いいえ」の場合、ＣＰＵ１４０は処理ブロック３
６５に進み、公知の手順によって該オーディオ成分を出力するのに適切な信号を送信する
。
【００４６】
　次に、図４を参照して、コマーシャル・スキップを用いることによってテレビ番組モー
ドと対話式アプリケーション・モードとの間で切り替えることにおいて受信器１１０のＣ
ＰＵ１４０によって行われる判定処理の流れ図を示す。
【００４７】
　ブロック４００から開始する。判定ブロック４０５では、ＣＰＵ１４０は最初に、切り
替えモジュール１３０がテレビ番組モードにあり、チャンネルがチューナ１７５によって
同調され、表示デバイス１００によって表示されるか否かを確かめる。「いいえ」の場合
、ＣＰＵ１４０はもう一度最初に戻る。「はい」の場合、ＣＰＵ１４０は判定ブロック４
１０に進む。ＣＰＵ１４０は更に、コマーシャル・スキップ機能が先行して動作可能にさ
れたかを確かめる。該コマーシャル・スキップ機能はＩＲ遠隔制御器６００からコマーシ
ャル・スキップ動作可能信号を受信するＣＰＵ１４０によって動作可能にされる。該コマ
ーシャル・スキップ動作可能信号はＩＲ遠隔制御器６００によってコマーシャル・スキッ
プ・キー６２０をユーザ１７０が押すことによって生成される。該コマーシャル・スキッ
プ動作可能信号を受信することによって、ＣＰＵ１４０は該コマーシャル・スキップ機能
を動作可能にし、それはメモリ・ソース１９０に格納されるソフトウェア・コマンドとし
て格納され、該コマンドによって制御される。判定ブロック４１０で、ＣＰＵ１４０が、
該コマーシャル・スキップ機能が動作可能とされないことを検出する場合、ＣＰＵ１４０
は開始４００まで戻る。しかしながら、判定ブロック４１０で、ＣＰＵ１４０が、該コマ
ーシャル・スキップ機能が動作可能とされたことを検出する場合、ＣＰＵ１４０は判定ブ
ロック４２０に進み、信号監視モジュール１８０からのコマーシャル・ブレイク開始信号
１６５について監視する。信号監視モジュール１８０は該着信テレビ番組信号１１５を監
視し、コマーシャル・ブレイクの開始を検出するよう形成される。コマーシャル・ブレイ
クの開始を検出する方法で公知のものがいくつか存在する。
【００４８】
　コマーシャル・ブレイクの開始を検出する好適方法は、テレビ番組信号１０５のコンテ
ンツがエンターテインメント番組からコマーシャルに切り替わる場合、テレビ番組信号１
０５の振幅において検出し得る降下（すなわち、ブランキング）がみられることを利用す
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る。信号監視モジュール１８０はテレビ番組信号１０５の振幅を絶えず監視し、振幅にお
ける降下を検出するようプログラム化される。テレビ番組信号１０５の振幅における当初
の降下を検出することによって、信号監視モジュール１８０の内部回路はコマーシャル・
ブレイク開始信号１６５を生成し、ＣＰＵ１４０に送信するようプログラム化される。
【００４９】
　信号監視モジュール１８０がコマーシャル・ブレイクの開始を検出しない場合、判定ブ
ロック４２０での回答は「いいえ」となり、ＣＰＵ１４０は開始４００に戻る。しかしな
がら、信号監視モジュール１８０がコマーシャル・ブレイクの開始を検出し、コマーシャ
ル・ブレイク開始信号１６５をＣＰＵ１４０に送信する場合、判定ブロック４２０での回
答は「はい」となり、ＣＰＵ１４０はプログラム・ブロック４２５に進む。
【００５０】
　プログラム・ブロック４２５では、ＣＰＵ１４０は切り替え信号１４５を切り替えモジ
ュール１３０に送信し、該対話式アプリケーション・モードを動作可能にさせ、対話式ア
プリケーション信号１１５を表示デバイス１００において表示する。ＣＰＵ１４０は更に
、判定ブロック４３０及び４３１に進む。判定ブロック４３０及び４３１では、ＣＰＵ１
４０は信号監視モジュール１８０からのコマーシャル・ブレイク終了信号と特定経過時間
との何れかを待つ。ユーザ１７０はコマーシャル・スキップ・キー６２０を複数回押して
時間を増減させることによってＣＰＵ１４０が待つことになる時間量を規定する。信号監
視モジュール１８０はコマーシャル・ブレイクの終了を検出することによってコマーシャ
ル・ブレイク終了信号をＣＰＵ１４０に送信するよう形成される。コマーシャル・ブレイ
クの終了を検出又は判定する好適方法はコマーシャル及びコマーシャル・ブレイクが一般
に、日の時刻、地理的位置、及び週の曜日に応じて断定できる時間量だけ継続することを
利用する。一般的なコマーシャル・ブレイク持続時間は統計解析によって合理的に予測し
得る。このことを利用するために、信号監視モジュール１８０は、内部タイマで、デフォ
ールト設定を有するか、ユーザによって設定し得るもの、を有するようプログラム化され
る。該タイマは、コマーシャル・ブレイクの開始を信号監視モジュール１８０が検出する
ことによって、起動され、カウント・ダウンし始める。該設定時間の満了によって、信号
監視モジュール１８０はコマーシャル・ブレイク終了信号を生成するようプログラム化さ
れる。信号監視モジュール１８０がコマーシャル・ブレイクの開始及び終了を検出し得る
別の方法はテレビ番組信号１０５を「スプール」することによる。
【００５１】
　信号監視モジュール１８０がコマーシャル・ブレイクの終了を検出しないか特定時間が
満了していない場合、判定ブロック４３０又は４３１での回答は「いいえ」となり、ＣＰ
Ｕ１４０は待つことになる。信号監視モジュール１８０がコマーシャル・ブレイクの終了
を検出し、コマーシャル・ブレイク終了信号をＣＰＵ１４０に送信するか、該特定時間が
満了する場合、判定ブロック４３０又は４３１での回答は「はい」となり、ＣＰＵ１４０
はプログラム・ブロック４３５に進む。ＣＰＵ１４０は更に、切り替え信号１４５を切り
替えモジュール１３０に送信し、該テレビ番組モードを動作可能にさせ、テレビ番組信号
１０５の同調チャンネルを表示デバイス１００に表示する。
【００５２】
　次に図５を参照して、ダウンロード中テレビ機能を利用することによってテレビ番組モ
ードと対話式アプリケーション・モードとの間を切り替えることにおいて受信器１１０の
ＣＰＵ１４０によって行われる判定プロセスの流れ図を示す。
【００５３】
　ブロック５００から開始される。判定ブロック５０５では、ＣＰＵ１４０は最初に切り
替えモジュール１３０がブラウザ・モードにあるか、かつ、ブラウザが表示デバイス１０
０に表示されるか否か、を確かめる。「いいえ」の場合、ＣＰＵ１４０はもう一度最初に
戻る。「はい」の場合、ＣＰＵ１４０は判定ブロック５１０に進む。ＣＰＵ１４０は更に
、ダウンロードが開始されたかを確かめる。信号監視モジュール１８０は対話式アプリケ
ーション信号１１５を監視し、ダウンロードが開始された場合に検出するようプログラム
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化され、検出されることによってＣＰＵ１４０に適切な信号を送信するものである。ダウ
ンロードが検出されない場合、回答は「いいえ」であり、ＣＰＵ１４０は開始５００に戻
る。ダウンロードが検出された場合、回答は「はい」であり、ＣＰＵ１４０は判定ブロッ
ク５１５に進む。
【００５４】
　判定ブロック５１５では、ＣＰＵ１４０は更に該ダウンロードが完了するのに閾値の時
間を要するものであるかを確かめる。これは信号監視モジュール１８０が、ダウンロード
が要する時間を予測し、この情報をＣＰＵ１４０に対して適切な信号によって送信するよ
うプログラム化されることによって達成し得る。信号監視モジュール１８０によって送信
される該信号が、該ダウンロード時間が閾値時間を下回るものであることを示す場合、回
答は「いいえ」となり、ＣＰＵ１４０は開始５００に戻る。しかしながら、信号監視モジ
ュール１８０によって送信された該信号が、該ダウンロード時間が閾値時間以上であるこ
とを示す場合、回答は「はい」であり、ＣＰＵ１４０は判定ブロック５２０に進む。
【００５５】
　判定ブロック５２０では、ＣＰＵ１４０はダウンロード中テレビ機能が動作可能にされ
たかを確かめる。該ダウンロード中テレビ機能はＣＰＵ１４０がＩＲ遠隔制御器６００か
らダウンロード中テレビ機能動作可能信号を受信することによって動作可能にされる。該
ダウンロード中テレビ機能動作可能信号はＩＲ遠隔制御器６００によってユーザ１７０が
ダウンロード中テレビ・キー６１９を押すことによって生成される。該ダウンロード中テ
レビ機能動作可能信号を受信することによって、ＣＰＵ１４０は該ダウンロード中テレビ
機能を動作可能にし、それはメモリ・ソース１９０に格納されるソフトウェア・コマンド
として格納され、該コマンドによって制御される。判定ブロック５２０でＣＰＵ１４０が
、該ダウンロード中テレビ機能が、動作可能にされないことを検出する場合、ＣＰＵ１４
０は開始５００に戻る。しかしながら、判定ブロック４１０で、ＣＰＵ１４０が、該ダウ
ンロード中テレビ機能が動作可能にされていることを検出する場合、ＣＰＵ１４０はプロ
グラム・ブロック５２５に進む。
【００５６】
　プログラム・ブロック５２５では、ＣＰＵ１４０は切り替え信号１４５を切り替えモジ
ュール１３０に送信し、該テレビ番組モードを動作可能にさせ、表示デバイス１００にテ
レビ番組信号１１５を表示する。ＣＰＵ１４０は更に、判定ブロック５３０に進む。判定
ブロック５３０では、ＣＰＵ１４０は信号監視モジュール１８０からの信号で、該ダウン
ロードが完了した旨を示すもの、を待つ。信号監視モジュール１８０はダウンロードの終
了を検出し、相当する信号をＣＰＵ１４０に対して当業者において標準的な方法によって
送信する。ダウンロードが完了したことを示す信号制御モジュール１８０からの信号を受
信することによって、ＣＰＵ１４０は処理工程５５５に進み、切り替え信号１４５を切り
替えモジュール１３０に送信し、該ブラウザ・モードを動作可能にし、ブラウザを表示デ
バイス１００に表示する。
【００５７】
　本発明及び好適実施例は、当業者が本発明を容易に製造して利用するのに、十分詳細に
記載及び図示したが、種々の代替、修正及び改良が当業者には本発明の趣旨及び範囲から
逸脱することなく容易に明らかになるものである。
【図面の簡単な説明】
【００５８】
【図１】本発明によって動作するテレビ番組モードと対話式アプリケーション・モードと
の間を切り替える装置の実施例のブロック図である。
【図２】ゴーバック信号の利用によってテレビ番組モードと対話式アプリケーション・モ
ードとの間を切り替えることにおいて図１の該装置によって行われる判定処理の流れ図で
ある。
【図３】本発明によって消音信号の利用によってテレビ番組モードと対話式アプリケーシ
ョン・モードとの間を切り替えることにおいて図１の該装置によって行われる判定処理の
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流れ図である。
【図４】コマーシャル・ブレイク中にテレビ番組モードと対話式アプリケーション・モー
ドとの間を自動的に切り替えることにおいて図１の該装置によって行われる判定処理の流
れ図である。
【図５】データのダウンロード中にテレビ番組モードとブラウザ・モードとの間を自動的
に切り替えることにおいて図１の該装置によって行われる判定処理の流れ図である。
【図６】本発明によって図１及び６の装置とともに動作するよう形成された赤外線遠隔制
御器の斜視図である。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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